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今日の説明内容

１ 特定建築物とは

２ 建築物環境衛生管理基準
２－１ 空気環境の調整  ２－４ 排水の管理

２－２ 給水(飲料水)の管理 ２－５ 清掃等

２－３ 給水(雑用水)の管理 ２－６ ねずみ等の防除

３ 建築物環境衛生管理技術者

４ 帳簿書類の備付け

５ 特定建築物に係る届出

６ 立入検査結果



１ 特定建築物とは



1-1 特定建築物とは

◼ 根拠法

建築物における衛生的環境の確保に関する法律
（建築物衛生法、ビル管理法）

特定の用途に使用し

 多数の人が利用する

 大規模な建築物

特定建築物



1-2 特定建築物の定義（要件）

◼ 建築基準法で定める建築物であること

◼ 以下の用途（特定用途）の１つ又は２つ以上
に使用されていること

  ・興行場 ・百貨店 ・集会場 ・図書館 ・店舗

・博物館、美術館 ・遊技場 ・事務所 ・学校

・旅館

◼ 特定用途に使用される延べ面積が3,000㎡
以上であること（学校等は8,000㎡以上）

（法第２条及び法施行令第１条)



1-3 特定建築物の所有者等の責務１

特定建築物の所有者等は、政令で定める基準
（「建築物環境衛生管理基準」）に従って特定
建築物を維持管理しなければならない。 （法第４条）

  特定建築物における空調・給排水等の設備の
維持管理は、厚生労働大臣が定める技術上の
基準（｢空気調和設備等の維持管理及び清掃
に係る技術上の基準｣）に従う必要がある。

（法施行規則第４条の３第２項）

所有者、占有者
 維持管理権原者 維持管理する義務



1-3 特定建築物の所有者等の責務２

特定建築物の維持管理が環境衛
生上適正に行なわれるよう監督をさ
せるため、厚生労働省令の定めるとこ
ろにより、建築物環境衛生管理技術
者免状を有する者のうちから

「建築物環境衛生管理技術者」を
選任しなければならない。（法第６条）

管理技術者の選任



1-3 特定建築物の所有者等の責務３

厚生労働省令の定めるところにより、特定建築
物の維持管理に関し環境衛生上必要な事項を
記載した帳簿書類を備えておかなければならない。

（法第１０条）



特定建築物の立入検査

◼ 立入検査
法第１１条に基づき、立入検査を実施。

ただし、法第１３条により国又は地方公共団体の公用
又は公共の用に供する特定建築物は、対象外

◼ 国又は地方公共団体の公用又は公共の用に
   供する特定建築物に対する指導等

建築物環境衛生管理基準に従った維持管理が行われて
おらず、かつ、人の健康をそこない又はそこなう恐れのある
事態、その他環境衛生上著しく不適当な事態があると
認める時は、その旨を通知し、維持管理方法の改善等に
ついて勧告できる。



２ 建築物環境衛生管理基準



建築物環境衛生管理基準

１ 空気環境の調整 

２ 給水(飲料水)の管理

３ 給水(雑用水)の管理

４ 排水の管理

５ 清掃等

６ ねずみ等の防除

(法第４条第１項)

 特定建築物以外の建築物で､多数の者が使用し又は利用する建築物の
所有者等は、建築物環境衛生管理基準に従って当該建築物の維持管理を
するように努めなければならない                                       （法第４条第３項）



２ー１ 空気環境の調整



2-1-1 空気調和設備と機械換気設備

◼ 浄化、温度調節、湿度調節、流量調節の4つの機能を「複数の設備」で
満たしている場合は、これらを一体的に捉え、空気調和設備とみなす

空気調和設備

外から取り入れた空気等を浄化し、温度、
湿度及び流量を調節して供給（排出を含
む。）することができる機器及び附属設備の
総体

機械換気設備
空気を浄化し、その流量を調節して供給す
ることができる設備

「浄化」とは、外気導入ができることが前提

(法施行令第２条第１項第１号)



2-1-2 空気環境の測定

※１ 機械換気設備でも参考のため、温度及び相対湿度も測定することが望ましい。

※２ 新築、大規模修繕及び大規模模様替え時、使用開始後の直近の6月1日から
9月30日までに１回 （平成15年4月1日から適用） (法施行規則第３条の２)

項 目 基 準
空気
調和
設備

機械
換気
設備

測定頻度

１ 浮遊粉じんの量 ０.１５mg／㎥以下 ◯ ◯

２か月以内
ごとに１回

２ 一酸化炭素の含有率 ６ppm(100万分の6)以下 ◯ ◯

３ 二酸化炭素の含有率 1000ppm(100万分の1000)以下 ◯ ◯

４ 温度 １８℃以上２８℃以下 ◯ ※１

５ 相対湿度 ４０％以上 ７０％以下 ◯ ※１

６ 気流 ０.５m／秒 以下 ◯ ◯

７ ホルムアルデヒドの量 ０.１mg／㎥以下 ◯ ◯ ※２

(法施行令第２条第１項)



2-1-3 空気環境の測定方法等１

◼通常の使用時間中に各階ごとに、居室の中
央部の床上７５cm以上１５０cm以下の位置に
おいて測定すること。（法施行規則 第３条の２）

◼測定点は原則として各階ごとに1か所以上だが、
各階の居室の用途、面積等に応じて測定箇
所数を設定することが望ましい。



2-1-3 空気環境の測定方法等２

◼浮遊粉じんの量、一酸化炭素及び二酸化炭素
の含有率は、１日における測定回数を２回（始業
時から中間時及び中間時から終業前までの適切
な２時点）として、その平均値で評価

（昭和４６年３月１１日 厚生省環境衛生局長通知）

◼温度、相対湿度、気流は、使用時間中は常に
基準に適合しているかどうかにより評価すること。

（昭和４６年３月１１日 厚生省環境衛生局長通知）

※ 少なくとも１日２回（始業時から中間時及び中間時から
 終業前までの適切な２時点）以上測定し、それぞれの値が

 基準に適合しているかで評価



2-1-3 空気環境の測定方法等３

◼ホルムアルデヒド量が基準値を超過した場合は、
ホルムアルデヒド量の低減策に努め、翌年の測
定期間中に１回、再度測定すること。

（平成１５年１０月７日 厚生労働省生活衛生課長通知）



2-1-4 空気調和設備の維持管理

※１ １月を超える期間使用しない冷却塔・加湿装置・排水受けに係る当該使用しない期間において
は、この限りではない。（法施行規則第３条の１８）

※２ 加湿水の補給水槽がある場合には、定期的に清掃すること。（建築物環境衛生維持管理要領）

作業箇所 点検内容 対応（措置） 頻度

冷却塔及び冷却水
汚れの状況 必要に応じ、清掃及び

換水等を実施
使用開始時及び
開始後１か月以内
ごとに１回

加湿装置
汚れの状況 必要に応じ、清掃

を実施

空気調和設備内の
配水受け

汚れ及び閉塞の
状況

必要に応じ、清掃等
を実施

冷却塔、冷却水の
水管及び加湿装置

清掃 １年以内ごとに１回

(法施行規則第３条の１８)



２ー２ 給水(飲料水)の管理



2-2-1 飲料水と雑用水

※飲料水及び雑用水とも｢旅館｣における浴用に供する水を除く

肌に触れる水は全て「飲料水」

(法施行令第２条第１項第２号)

飲料水
人の飲用、炊事用、浴用その他人の生活の
用に供する水

雑用水
飲料水以外の目的の水で、散水、修景用又は
清掃用の水、水洗トイレ用等に使用する水



2-2-2 飲料水の水質検査

◼ 給水に関する設備（貯水槽・貯湯槽等）を設け
て、飲料水を供給する場合は、水道法に定める
水質基準に適合している水を供給する必要があ
る。 (法施行令第２条第１項第２号)



2-2-3 水質検査項目及び基準値

※ 緊急時：供給する水が病原生物に著しく汚染されるおそれがある場合又は病原生物に汚染

されたことを疑わせるような生物若しくは物質を多量に含むおそれがある場合

項目 検査頻度 基準値

遊離残留塩素 ７日以内ごとに１回
平常時：０.１mg／L以上
緊急時：０.２mg／L以上

一般細菌等 ｢別表１｣のとおり ｢別表１｣のとおり

防錆剤濃度
注入初期：７日以内ごとに１回
定常時 ：２月以内ごとに１回

厚生労働省の定める基準
による

（法施行規則第４条第１項）
（平成１５年３月１４日 厚生労働省健康局生活衛生課長通知）



2-2-4 遊離残留塩素の測定方法

※ 給湯設備の維持管理が適切に行われており、かつ、末端の給水栓に
おける当該水の水温が５５度以上に保持されている場合は、省略可。

(平成１５年３月１４日 厚生労働省健康局生活衛生課長通知)

測定対象 測定方法

飲料水
中央式給湯設備の
給湯水 ※

給水栓末端で採取した水で測定
給水系統が複数ある場合は各系
統の末端で測定

(法施行規則第４条第１項)



2-2-5 貯水(湯)槽の清掃

※ 貯水槽、高置水槽又は圧力水槽の清掃は、原則として
 受水槽の清掃と同じ日に行うこと。 （建築物環境衛生維持管理要領）

清掃対象 清掃頻度

貯水槽・貯槽湯 １年以内ごとに１回

(法施行規則第4条第１項)

受水槽 高置水槽



2-2-6 飲料水に関する設備の点検・補修

◼厚生労働大臣が定める技術上の基準（｢空気調和

設備等の維持管理及び清掃に係る技術上の基準｣）
に従い、これらの設備の維持管理に努めなければな
らない。 （法施行規則第４条第２項）

《 空気調和設備等の維持管理及び清掃に係る
技術上の基準 》

・貯水槽等飲料水に関する設備の点検・補修等

  ・飲料水系統配管の維持管理



2-2-7 給湯設備の維持管理

◼レジオネラ属菌等による水の汚染に伴う健康影響
を防止するため、給湯設備についても貯湯槽の点
検、清掃等適切な維持管理を実施することが必要。

貯湯槽

（平成１５年３月１４日
厚生労働省健康局生活衛生課長通知）

◼循環式の中央式給湯設備は、湯
槽内の湯温が６０℃以上、末端の
給湯栓でも５５℃以上となるように
維持管理すること。

 （建築物環境衛生維持管理要領）



2-2-8 受水槽の法定検査
（簡易専用水道）

◼受水槽の有効容量の合計が１０㎥を超える
簡易専用水道については、毎年１回以上定期
に厚生労働大臣の登録機関による法定検査を
受ける必要がある。 (水道法施行規則第５６条)



レジオネラ症防止対策



レジオネラ症防止対策１

◼ レジオネラ属菌
レジオネラ属菌は、自然環境中に広く

生息しており、自然界ではそれほど増えな
いが、特定建築物では、冷却塔の冷却水、
給湯設備、加湿装置など、水が循環又は
停滞して微生物が増殖しやすい環境にレ
ジオネラ属菌が入り込むと、増殖が進み、
急激に菌数が増えることがある。

特に、冷却水の温度は細菌やアメーバ
などの微生物の増殖に適しているため、注
意が必要。



レジオネラ症防止対策２

◼ レジオネラ症
レジオネラ属菌に汚染された水の飛沫（エアロゾル）を、人が吸入し、

細菌が肺に入り込むことで、レジオネラ症を発症することがあり、主な症
状は肺炎（レジオネラ肺炎）で、1週間程の潜伏期の後に、悪寒、高熱、
全身倦怠感などが起こり、胸痛、呼吸困難などの呼吸器症状を伴い、
重篤な場合、死に至る。

かかりやすい人は、高齢者などの抵抗力の弱い人。

◼ 対策
◇冷却塔、冷却水、加湿装置の点検、清掃を適切に行うこと。

◇給湯設備の維持管理を適切に行うこと。

◇冷却水系のレジオネラ属菌抑制には、定期的な清掃(物理的清掃)
 を行うとともに化学的洗浄と殺菌剤添加とを併用することが望ましい。

（建築物における維持管理マニュアル）



２ー３ 給水(雑用水)の管理



2-3-1 給水(雑用水)の管理

◼給水に関する設備を設けて、雑用水(散水、修
景、清掃、水洗便所の用に供する水)として、井
戸水、雨水、下水処理水等を供給する場合は、
厚生労働省令で定めるところにより、人の健康に
係る被害が生ずることを防止するための措置を講
ずること。 （法施行令第２条第１項）
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2-3-2 雑用水の水質検査

項目
検査頻度

基準値散水、修景、
清掃用

水洗便所用

１ ｐＨ値

７日以内ごとに１回

５.８以上８.６以下で
あること。

２ 臭気 異常でないこと。
３ 外観 ほとんど無色透明で

あること。

４ 大腸菌 ２月以内ごとに１回 検出されないこと。
５ 濁度 ２月以内ごとに

１回
２度以下であること。

(法施行規則第４条の２第１項)



2-3-3 残留塩素の測定

※ 供給する水が病原生物に著しく汚染されるおそれがある場合又は
 病原生物に汚染されたことを疑わせるような生物若しくは物質を多量
に含むおそれがある場合

測定頻度
基準

測定方法
平常時 緊急時 ※

７日以内ごとに
１回

０.１mg／L
以上

０.２mg／L
以上

給水栓末端で採取
した水で測定

(法施行規則第４条の２第１項)



２ー４ 排水の管理



2-4-1 排水の管理

◼排水に関する設備の正常な機能が阻害されること
により汚水の漏出等が生じないように、当該設備の
補修及び掃除を行うこと。（法施行令第２条）

◼厚生労働大臣が定める技術上の基準（｢空気調和

設備等の維持管理及び清掃に係る技術上の基準｣）
に従い、排水に関する設備の補修、掃除その他

 当該設備の維持管理に努めなければならない。
（法施行規則第４条の３第２項）



2-4-2 排水設備の掃除

※ 清掃によって生じた汚泥等の廃棄物は、関係法令の規定
に基づき、適切に処理すること。

作業項目 作業頻度

排水に関する設備の掃除 ６月以内ごとに１回

(法施行規則第４条の３第１項)

(空気調和設備等の維持管理及び清掃に係る技術上の基準)

排水に関する設備
排水槽、流入管、排水ポンプ
排水管、通気管、阻集器 等



２ー５ 清掃等



2-5 清掃等

作 業 頻 度

日常行う清掃 随時（日常）

大掃除 ６月以内ごとに１回

(法施行規則第4条の５第１項)



２ー６ ねずみ等の防除



2-6 ねずみ等の防除

作業内容 頻 度

生息状況等調査
（ねずみ等の発生場所、生息場所、
侵入経路、ねずみ等による被害の
状況調査）

６月以内ごとに１回

ねずみ等の発生を防止するため
必要な措置

生息状況等調査結果に
基づき、随時実施

◼ 食料を取扱う区域並びに排水槽、阻集器及び廃棄物の保
管設備の周辺等特にねずみ等が発生しやすい箇所につい
て、２月以内ごとに１回、その生息状況等を調査し、必要に
応じ、発生を防止するための措置を講ずること。

(法施行規則第4条の５第２項)

(空気調和設備等の維持管理及び清掃に係る技術上の基準)



３ 建築物環境衛生管理技術者



3-1 建築物環境衛生管理技術者の
選任

特定建築物所有者等は、当該特定
建築物の維持管理が環境衛生上適
正に行なわれるように監督をさせるため、
厚生労働省令の定めるところにより、建
築物環境衛生管理技術者免状を有
する者のうちから建築物環境衛生管理
技術者（以下｢管理技術者｣という。）を
選任しなければならない。

（法第６条）



3-2 管理技術者の職務１

◼ 環境衛生上の維持管理に関する業務を全般
的に監督する。

具体的には次のようなものが考えられる。

①管理業務計画の立案
②管理業務の指揮監督
③建築物環境衛生管理基準に関する測定

 または検査結果の評価
④環境衛生上の維持管理に必要な各種調査

 の実施



3-2 管理技術者の職務２

◼ 管理技術者は、維持管理が管理基準に従って
   行われるようにするため、必要があると認めるとき

は、特定建築物所有者等に対して意見を述べ
ることができ、これらの者はその意見を尊重しなけ
ればならないこととされている。
(法第６条第２項）

意見



3-3 管理技術者の兼任

◼ 監理技術者が同時に２以上の特定建築物の管
理技術者を兼ねる(兼任する)場合は、特定建
築物所有者等は、管理技術者が兼務してもそ
の業務の遂行に支障がないことを確認し、その結
果を記載した書面（確認書）を備えておく必要が
ある。
(法施行規則第５条)



４ 帳簿書類の備付け



4-1 備えておくべき帳簿書類１

帳簿概要 保存期間

１ 維持管理に関する帳簿書類

空気環境の調整、給水及び排水の管理、
清掃、ねずみ等の防除の状況を記載した書類

※ 測定・検査の結果、設備の点検・整備の状況も
記載する。  （詳細｢別表２｣参照）

５年保存

２ 図面等

特定建築物の平面図、断面図、維持管理
に関する設備の配置・系統を明らかにした図面

（詳細｢別表２｣参照）

永年保存

（法１０条及び法施行規則第２０条）



4-2 備えておくべき帳簿書類２
（法１０条及び法施行規則第２０条）

帳簿概要 保存期間

３ 環境衛生管理技術者の兼任に関する
書類

管理技術者の兼任に際し作成した確認書及び他の
建築物所有者が作成した兼任に係る確認書の写し
 ※ 維持管理権原者への意見聴取を行った場合は、その意見

の内容を含む。

管理技術
者が兼任
している間

４ その他
その他特定建築物の維持管理に関し、環境衛生上

必要な事項を記載した書類
５年保存



５ 特定建築物に係る届出



5 主な届出

※ 未届・虚偽の届出には罰則規定がある。(法第１６条)

届 出 届出期限

特定建築物届 使用開始後１か月以内

特定建築物届出事項変更届 変更後１か月以内

特定建築物廃止届 廃止後１か月以内

その他
防錆剤使用開始届 使用開始後１か月以内

防錆剤使用開始届出事項
変更届

変更後１か月以内

（法５条）



《参考》 防錆剤の使用について

◼ 防錆剤は、赤水等の対策として飲料水系統配管の敷設替
え等が行われるまでの応急対策として使用が認められている。

(平成15年4月15日厚生労働省健康局生活衛生課長通知)

◼ 使用する場合は、防錆剤の注入方法や給水栓における水に
    含まれる防錆剤の含有率等について基準が定められている。

(平成15年4月15日厚生労働省健康局生活衛生課長通知)

◼ その他、一定の資格要件を満たした防錆剤管理責任者の選任、
保健所への使用開始届の提出、２月以内ごとに１回（注入初

    期は７日以内ごと）防錆剤濃度の検査を行う必要がある。
(建築物環境衛生維持管理基準)



６ 立入検査結果



村山保健所管内の特定建築物の状況

特定用途
特定建築物数

立入検査
実績

立入検査
対象数

興行場 ５ ０ ０
百貨店 ４ ３ ３
集会場 ６ １ １
図書館 ３ ０ ０
店舗 ３８ ３８ １９

博物館・美術館 ０ ０ ０
遊技場 ０ ０ ０
事務所 １９ ４ ２
学校 ７ ０ ０
旅館 ２１ ２１ １１
計 １０３ ６７ ３６

※１ 特定建築物数及び立入検査対象数は令和８年１月３１日現在(休止中建築物を含む)
※２ 立入検査実績は、令和５年度から令和７年度までの合計件数



立入検査結果１（届出・空気環境）

対象数 不適 不適率

届出内容の変更の有無 33 23 70%

年間計画策定 35 4 11%

定期測定の実施（2ヶ月に1回） 34 2 6%

浮遊粉じんの量
（0.15ｍｇ／ｍ以下） 33 0 0%

一酸化炭素の含有率
（10ｐｐｍ以下） 33 1 3%

二酸化炭素の含有率
（1000ｐｐｍ以下） 32 3 9%

温度（17℃～28℃）
※空気調和設備のみ 13 6 46%

相対湿度（40%～70%）
※空気調和設備のみ 11 7 64%

項目 内　　　　容
全体

届出事項

年間計画

空
気
環
境
の
調
整

空気環境測定



立入検査結果２（空気環境）

対象数 不適 不適率

冷却塔、冷却水の定期点検 9 3 33%

冷却塔、冷却水水管の定期清掃 8 6 75%

加湿装置の定期点検 9 5 56%

加湿装置の定期清掃（年１回） 8 3 38%

排水受けの定期点検 7 4 57%

内　　　　容項目
全体

空
気
環
境
の
調
整

冷却塔・
冷却水管・
加湿装置の
点検清掃



立入検査結果３（飲料水）

対象数 不適 不適率

適正な水質検査の実施 19 4 21%

飲料水水質の基準適合 16 0 0%

中央式給湯水の水質検査 10 6 60%

給湯水水質の基準適合 5 0 0%

残留塩素測定（週１回） 18 3 17%

残留塩素濃度の基準適合 17 0 0%

中央式給湯水の塩素測定（週１回） 9 8 89%

給湯水 残留塩素濃度の基準適合 3 0 0%

受水槽等清掃（年１回） 16 1 6%

貯湯槽清掃（年１回） 9 7 78%

全体
項目 内　　　　容

飲
料
水
の
管
理

水質検査

残留塩素測定

貯水（湯）槽
清掃



立入検査結果４（雑用水）

対象数 不適 不適率

残留塩素検査（週１回） 1 0 0%

残留塩素濃度の基準適合 1 1 100%

雑用水槽の定期清掃･清掃 1 0 0%

水質検査の実施 1 1 100%

水洗便所用水 水質検査の実施 1 1 100%

内　　　　容項目
全体

雑
用
水
の
管
理

散水等用の
雑用水の検査
等



立入検査結果５
（排水・清掃・ねずみ昆虫）

対象数 不適 不適率

雑排水槽（汚水槽）の定期清掃 22 7 32%

阻集器（グリストラップ）の状況 21 1 5%

大掃除（6ヶ月に１回）の実施 30 10 33%

定期調査、防除（6ヶ月に１回） 35 0 0%

項目 内　　　　容
全体

排水の管理

清掃

ねずみ・昆虫等の
防除



立入検査結果６（記録）

対象数 不適 不適率

点検、整備の実施、記録、保存 34 11 32%

測定結果の記録、保存 33 2 6%

点検、整備の実施、記録、保存 15 1 7%

残留塩素検査結果の記録、保存 14 2 14%

水質検査結果の記録、保存 16 1 6%

貯水槽等清掃の記録、保存 18 5 28%

清掃棄物処理 点検、整備の実施、記録、保存 32 20 63%

ねずみ・昆虫
等の防除

調査、防除の記録、保存 32 3 9%

内　　　　容
全体

記
録

空気環境の
調整

給水及び排水
の管理

項目



その他 「参考資料｣

◼ 建築物における衛生的環境の確保に関する法律

◼ 建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行令

◼ 建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行規則

◼ 空気調和設備等の維持管理及び清掃等に関する技術上の
    基準 （平成15年3月25日厚生労働省告示第119号）

◼ 建築物における衛生的環境の維持管理について

【建築物環境衛生維持管理要領】
（平成20年1月25日厚生労働省健康局長通知）

◼ 建築物における維持管理マニュアルについて

【建築物における維持管理マニュアル】
（平成20年1月25日厚生労働省健康局生活衛生課長通知）



ご清聴ありがとうございました
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